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１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

現在の円運動、単振動、万有引力、気体分子の運動の概念がどのようにして構築されてきたかを

歴史的に理解しながら、概念の構築に最適な問題を解くことで理解を深め、物理の基礎知識や基

本的な概念、原理・法則を理解しましょう。また、学習者が物理学的に探究する方法を学び、科

学的なものの見方・考え方を身に付けることを通して科学的な自然観を修得しましょう。 

２ 学習の到達目標 

円運動、単振動、万有引力、気体分子の運動の分野の基本的な概念や原理・法則を理解させる。

また物理的な事物・事象についての観察、実験や課題研究などを行い、自然に対する関心や探究

心を高める。副教材を適宜使用して問題演習も多く練習し、物理学の諸問題を理解するための基礎力

を養う。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

自然の物理的な事

物・現象について関

心、探究心を持ち、

意欲的にそれらを探

究するとともに、科

学的態度を身につけ

ている。 

自然の 物理的な 事

物・現象に問題を見い

だし、実験・観察など

を行うとともに、物理

学的に探究する能力

と態度が形成され、基

本的な概念・法則を理

解し、科学的な自然観

をもつことができる。 

自然の物理的な事

物・現象に関して観

察・実験技能を習得

するとともに、それ

らを科学的に探究

する方法を身につ

けている。 

観察・実験などを

通して、自然の物

理的な事物・現象

に対して、基本的

な概念や、原理・

法則を理解し、身

につけている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートやワークシートの

記述 

探究活動の記録、発表 

 

学習状況の観察 

ノートやワークシートの

記述 

探究活動の記録、発表 

定期考査の結果 

 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやワークシート

の記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

後
期 

円
運
動
・単
振
動 

・慣性力 

○ ○ ○ ○ 

a:慣性力について、日常生活における具

体例を調べ、意欲的に探究する態度が

見られる。等速円運動と単振動との関

係に関心を持ち、意欲的に学習しよう

とする態度が見られる。 

b:見かけの力である慣性力について、見

る立場によって異なることを思考・判

断し、説明することができる。単振動

と等速円運動の関係性を見出し、的確

に表現することができる。 

c:円運動や単振動・単振り子などの周期

的運動の実験を的確に行い、周期と他

の物理量との関係を導くことができ

る。 

d:観察する立場により生じる慣性力の存

在について理解し、違いを説明するこ

とができる。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観察・実験 

定期考査 ・等速円運動 

○ ○ ○ ○ 

・遠心力 

○ ○ ○ ○ 

・単振動 
○ ○ ○ ○ 

・単振動と円運動の関

係 
○ ○ ○ ○ 

万
有
引
力 

・ケプラーの法則 

 

○ ○ ○ ○ 

a:ケプラーの法則から万有引力の法則を

導く過程に興味関心を持ち、意欲的に

探究する態度が見られる。万有引力を

受ける物体の運動について、地球や月、

太陽との間だけでなく、宇宙全体に関

係することや、人工衛星の打ち上げな

どにも関係することに興味を持ち、探

究する態度が見られる。 

b:万有引力を受ける物体の運動を思考

し、例などを用いて的確に表現するこ

とができる。また、重力と万有引力と

の違いを思考し、的確に説明すること

ができる。 

c:惑星の公転周期や半長軸の値から、的

確なグラフをかくことができ、ケプラ

ーの法則を導くことができる。また、

各地の重力加速度の値を調べること

で、資料調査・データの解釈ができる

ようになる。 

d:万有引力により宇宙が力学的に解析さ

れることなどについて理解できる。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観察・実験 

定期考査 

 

・万有引力の法則 

○ ○ ○ ○ 

・惑星の公転周期 

○ ○ ○ ○ 

・万有引力を受ける物

体の運動 

○ ○ ○ ○ 



気
体
分
子
の
運
動 

・気体の状態方程式 

 

○ ○ ○ ○ 

a:熱が関係する現象に関心を持ち、物質

の状態変化や物質中の原子の振る舞い

について興味関心を持ち、意欲的に調

べようとする態度を身につけている。 

b:物質の状態変化に伴う量的変化を考察

でき、気体の分子運動の力学的な振る

舞いを分子の集団としても思考でき

る。固体の原子・分子の並び方と電子

の振る舞いの特徴を考察し、表現でき

る。 

c:気体に関して温度、圧力、体積の 3 つ

の変数の関係を理解し、実験を計画し

実施できる。 

d:理想気体の状態方程式、気体の状態変

化について知識を身につけ、現象のミ

クロな理解ができ、分子の存在がマク

ロな現象の原因になっているというこ

とを統一的に理解できる。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観察・実験 

定期考査 

 

・分子運動 

○ ○ ○ ○ 

・気体の内部エネルギ

ーと仕事 

○ ○ ○ ○ 

・熱力学第一法則、第

二法則 

○ ○ ○ ○ 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元） 

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて 

いる。 


